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第三章：皇居外苑地区と北の丸，の三章より 
成るが，はじめの二章が主体である.自然が 
よく保存されていると言っても，もともとは 
江戸城以来の苑地だから，本来の植生もあれ 
ば移植されたものもあり，それらが渾然となっ 
て遷移を続けている一方，老齢化して衰退の 
兆しが見られるという.また，武蔵野の景観 
を目指した雑木林や野草園，および景観を目 
的とした本来の庭園についても，それらの主 
要な植物について記されている.各所にある 
池，濠，流れも，それぞれ特色ある多様な植 
物が見られるとのこと. 

皇居の森は新宿御苑，明治神宮，自然教育 
園と共に，東京都心の環境維持に大きな役割 
を持つことが次第に明らかになってきている 
ので，本書がその面での理解を深めるのに役 
立つだろう. （金井弘夫） 

□東京都立園芸高等学校創立百周年記念委員 
会(編）：歴史を語る東園の樹々 A 4 版.111 
pp . 2008.価格表示なし.同校同窓会. 
ISBN: No number. 

学校の百周年記念出版となれば，各界名士 
のあいさつや卒業生の思い出話が延々と続く 
のが普通だが，本書にはそれがなく，主体は 
校内にある記念碑の解説と樹木のカラー図鑑 
である.図鑑は先に日本海草図譜で紹介した 
大場達之氏（同校出身）のスキヤノグラフイー 
によるもので，79種類が1頁1種類ずつ図示 
され，本書の主体となっている.海草図譜の 
紹介のとき「陸上植物は立体的だからたいへ 
んだろう」と記したが，ホウノキの花やトチ 
ノキの花穂のような平面性の悪いと思われる 
ものまで見事に示されている.もっとも，サ 
クラ類では高精度のデジカメを使ったし，バ 
ラでは更に工夫を要したとのこと. 

当校では昭和46年までは卒業論文の提出が 
義務づけられていて，同窓会で整理保存され 
ており，そのリストと内容紹介が企画されて 
いたが，個人情報保護と著作権などの問題が 
あってとりやめになり，代わりに数点の卒論 
の表紙とその簡単な紹介が載せられるにとど 
まった.分類学関係の人としては，大井次三 
郎氏，丸山尚敏氏のものが見られる.こんな 
ところまで個人情報を気にせねばならないと 
は，やりにくい世の中になったものだ. 


一般頒布についての計画はなく，残部はご 
く少数らしいが，連絡先は次の通り. 

158-8566 世田谷区深沢 5-38-1 東京都立 
園芸高等学校同窓会 （Tel/Fax 03-3705-2154) 

(金井弘夫) 

□白岩卓巳：牧野富太郎と神戸 B5 版. 206 
pp. 2008. ¥1，600.神戸新聞総合出版セン 
ター. ISBN: 978-4-343-00494-9. 

大正の初期，経済的な窮乏に陥っていた牧 
野富太郎に援助の手を差しのベたのが，神戸 
の資産家•池永孟であったことはよく知ら 
れている.池永は牧野の標本を買い取る形で 
借金の返済にあてたうえ，神戸に植物研究所 
を設立して標本の収容と牧野の研究の場を確 
保すると共に，研究のための継続的援助を申 
し出た.当時の池永は大学生の身であり，学 
術貢献への情熱に動かされた行動だった.し 
かし植物標本やその整理についての具体的認 
識に乏しかったことと，牧野の自由奔放な行 
動が池永の期待とマッチしなかった結果，事 
業は忽ち行き詰まり，研究所は機能せず，池 
永の関心が美術品収集に傾いたこともあって， 
牧野の標本 • 資料は，神戸市会下山の池永植 
物研究所に長い間塩漬け状態になっていた. 
それらが池永の理解の下に牧野の手元に戻さ 
れたのは，昭和16年になってからである.そ 
の中には標本の他に，牧野が購入し池永が代 
金を支払った多くの文献.資料も含まれてい 
た.牧野の標本が利用可能な状態に整理が始 
まるのは，昭和58年に東京都立大学に牧野標 
本館ができてからである. 

本書は池永植物研究所にかかわるほぼ25年 
にわたる出来事を，神戸を軸として読みやす 
い文章で物語っており，牧野富太郎を知る上 
でたいへん有用である.それと共に，池永と 
同時に牧野の援助を申し出た久原房之助，そ 
れを調整した長谷川如是閑， U. Faurie 標本 
を買い上げて京大へ寄贈した岡崎忠雄，牧野 
の後半生に援助を与えた神戸港前の旅館主 • 
西村貫一など，地味な学術研究に援助を惜し 
まない神戸の風土の描写は，著者がひそかに 
意図したものだろう.山本•田中：牧野富太 
郎採集行動録も，役に立っているようだ. 

(金井弘夫) 


